
 

 

令和７年度 年間授業計画   科目名 英語選択B  学年 ３  英  語 科 

 
 

単 位 数 教 科 担 当 者 使用教科書・補助教材・その他 

２ 

元木 和泉 

 

Change the World [ advanced ]   

（いいずな書店） 

CROWN English Communication Ⅱ 

(啓林館) 

  必 履 修 

  学校必履修 

○必修選択 

○自由選択 

 

◆学習の目標 
 

 難度の高い英文を正確に、早く読解できることを目的とする。入試問題を中心に数多くの英文に

取り組み、素早く概要を捉え、更に言外の意味までを含めた詳細な英文理解を目指す。 

 

 

◆主な学習内容・方法 
 

Change the World を主たる教材とし、英文を正確に読み取り、設問に対して的確な解答を導き出

す練習を行う。予習を前提とし、授業では解説解答を行い、英文を正確に綿密に分析する。 

さまざまなジャンルの大学入試長文問題を読み、内容真偽問題、趣旨説明、要約などの活動を通して、

正確に理解をし、解答力や表現力を養う。 

 

◆到達目標と観点別評価の評価規準 
 

 

 長文全体の論理構成を意識しながら、限られた時間内に各設問で求められている解答内容

を正確、かつ迅速に判断し、指示に合った形で答えられること。難関大学の入試英文に十分

対応できる読解力・語彙力を身につけること。 

 

 

〔観点別評価の評価規準〕 

 〇知識・技能 

本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用法や意味を十分理解し，正確に内容を読み取り設問に解答するこ

とができる。 

 

 〇思考・判断・表現 

本文の内容について必要な情報を適切に取捨選択・整理しながら，本文の根拠に基づいて正誤を合

理的に判断することができる。 

 

 〇主体的に学習に取り組む態度 

理解が難しい箇所を文脈や背景知識を活用して論理的に推測したり，本文に関連した文章の読解に

積極的に取り組んだりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

◆年間予定授業時間 
 

予定時数 ７０時間 １学期（２６時間） ２学期（２８時間） ３学期（１６時間） 



 

◆学習のしかた（予習・復習・宿題・課題・その他） 
 

この教材で扱う英文は総じて難度が高いので無駄のない実効性のある授業としたい。よって予習・復習は絶対不可

欠である。単語・熟語は必ず調べ，英文を事前に読み込み，設問に対する自分の答えも必ず用意しておくこと。予

習では根拠に基づいた解答を目指すこと。次に段落ごとに主題を捉え要約をする。そして辞書を引きながら本文を

精読した上で授業に臨むこと。不明な箇所は必ず授業中に理解をするように努める。授業で学習したことをその日

の内に再確認をすること。復習では，文構造や語彙を理解した上で何度も音読をして直読直解できるようにする。 

 

◆授業計画 
 

学 

期 月 単元・教材等 

単元 

ごとの 

時間数 

学習の内容 学習到達目標 

１ 

学 

期 

４ 

Unit 1 生態 

Unit 2 創造性 

Unit 3 小説 

Unit 4 世界遺産 

Unit 5 手助け 

Unit 6 記憶 

Unit 7 画家 

Unit 8 教育 

Unit 9 文化・アメ

リカ 

大学入試過去問題 

 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

・熊の摂食行動について学ぶ。 

・海外生活と創造性について関連を考える。 

・読書行動について考察する。 

・世界遺産登録が地域に及ぼす影響について

学ぶ。 

・他者支援の望ましい態度を考える。 

・人間の記憶の特性を理解する。 

・画家の事物の捉え方を考える。 

・科学教育の意義を考える。 

・チップに見いだされるアメリカ文化を考察

する。 

・最近の入試問題を解いてみる。 
 

様々な形態の長文の正確な理

解と用紙把握を目指し、以下

を到達目標とする。 

・初見の英文を辞書なしで読

み全体の内容を把握できる。 

・段落ごとの英文を精読して

主題を把握できる。 

・解答力をつける。 

1)選択問題の正解を導きだ

すことができる。  

2)記述問題の答えを的確に

把握することができる。 

・意欲的に英文を読むことが 

できる。 

 

５ 

６ 

７ 

２ 

学 

期 

８ 

Unit 10  温暖化 

Unit 11 遺伝子 

Unit 12 人生 

Unit 13 文化・イギリ

ス 

Unit 14 道徳観 

Unit 15 昆虫の意識 

Unit 16 言語 

Unit 17 エネルギー 

Unit 18 食糧問題 

 

大学入試過去問題 

  2 

    

 2 

 

3 

  3 

 

3 

    

    3 

 

    3 

 

3 

    3 

 

5 

 

・気温上昇に伴う植物のCO２吸収量の変化につい

て学ぶ。 

・遺伝子操作の生態系への影響等を考察する。 

・人生における困難を考察する。 

・イギリス人の謝罪表現の意味を理解する。 

・道徳について感情、理性の両面から考察する。 

・昆虫の意識の所在の解明方法を知る。 

・言語習得の仕組みを学ぶ。 

・放射性廃棄物処理にかかわる問題を知る。 

・食料供給にかかわる野生動物の乱獲の解決法を探

る。 

1 学期の目標に加え以下の目

標を目指す。 

 

・段落ごとの内容を日本語／

英語で要約できる。 

・全体の内容を日本語／英語

で要約できる。 

 

・解答力を向上させる。 

1)選択問題の正解を正確に

導きだし、根拠を述べる

ことができる。 

2)記述問題の答えを把握

し、英語／日本語で的確

に表現できる。 

・意欲的にさまざまな内容の 

英文を読み、内容を日本語、 

英語で表現できる。 

９ 

10 

11 

12 

３ 

学 

期 

１ 

大学入試共通テスト 

直前対策  

難関私大二次試験対策 

 

16 大学入試共通テスト、二次試験の過去問演習を行

う。 

 
大学入試共通テスト、難関

国公立大二次試験、難関私

大二次試験における読解問

題を正確に読み、客観問題

を正確に解答し、記述問題

には日本語または英語で的

確に表現できる。 ２ 

３ 

 


